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Guichetは、「咬合病とは、咬合不調和により促進
される病的過程の総和である」と定義しております。
日本補綴歯科学会は「咬合病とは、早期接触など
の咬合の不調和に起因する顎口腔機能異常により
もたらされる種々の病態の総称である」と定義して
おります。
以上のことから、咬合病は顎関節症のうち不正咬
合により引き起こされている疾患群と考えられ、咬
合病には複数の病気が含まれております。

１．咬合病の定義
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咬合病は、機能的不正咬合に起因する疾患群で
す。咬合病には、咀嚼筋と顎関節を構成する器官
の疾患が含まれておりますが、その他に不正咬合
により引き起こされた歯の疾患すなわち垂直吸収
が著しい歯周疾患や強い知覚過敏を伴う歯の破折
もその範疇に入ります。
咬合病の原因は不正咬合にあることから、他診療
科の医師あるいは整体師が診断と治療を行うこと
は不可能です。すなわち、咬合病の診断と治療は
歯科医師のみが担当することになります。言い換え
ると、歯科医師は咬合病の診断と治療に関して全
責任を担う立場にあるのです。

２．歯科医師の責任
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３．咬合病とは

咬合病は、機能的不正咬合により引き起こされる病気
の集団名称です。咬合病には、咀嚼筋と顎関節を構成
する器官の疾患が含まれております。
咬合病の主な症状には、「顎関節とその周囲の痛み
や違和感」「開口障害」「顎を動かしたときの痛みや雑
音」「頭痛」「めまい」などがあります。また、咬合病の症
状には、軽度な違和感から死んだ方がましと思うほどの
強烈な痛みまで存在します。したがって、それらが同じ
病気とは考えられません。症状の多様性からも、咬合病
には、障害を受けている器官と病態が異なる複数の病
気が含まれていると考えるのが妥当です。
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４．咬合病の診察と診断

患者さんに咬合病が疑われた場合、問診など様々な
診察を含む咬合分析を行います。咬合分析により、機
能的不正咬合の有無と部位、病態を確認することがで
きます。機能的不正咬合が存在した場合、その不正咬
合が患者さんの咬合病の原因であるかどうかを調べま
す。患者さんの咬合病の原因が機能的不正咬合であ
ることが確認された場合、その機能的不正咬合の解消
を図る原因療法を計画します。その結果、患者さんの
診断が確定します。歯科医師は、診断結果と治療方針
を患者さんに説明し、了解を得た上で咬合病の治療を
開始することになります。
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５．咬合病の否定診断

咬合分析は、咬合病と間違われやすい他疾患に
冒されている患者さんにおいても必要です。その理
由は、患者さんの咬合が正常であることを示すこと
により、咬合病と誤診して咬合病の治療を施すとい
う間違いを防ぐことになります。さらに、否定診断の
結果から得た情報は、患者さんを適切な診療科に
紹介する際の重要な根拠となります。 
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６．咬合病に含まれる病気

DawsonのFunctional Occlusionにおいて、咬合病のう
ち病態が明らかにされた病気として「変形性顎関節症」
「外側翼突筋の障害（仮称）」「円板後部組織の障害（仮
称）」が登場します。
「変形性顎関節症」は、下顎を強く繰り返し動かすこと
により、関節円板などが退行性変性を起こした状態で
す。「外側翼突筋の障害」は、下顎を水平方向に動かし
すぎることにより生じた外側翼突筋の疲労状態です。咬
合病のうち大部分がこの病気とされております。「円板
後部組織の障害」は「関節円板前方転位」とも呼ばれ、
不正咬合により下顎が後方に動き、下顎頭が関節円板
を後方で支えている円板後部組織を圧迫して、同部が
障害を受けた状態です。
これらの病気については、後ほど詳しく解説します。

変形性顎関節症

外側翼突筋の障害（仮称）

円板後部組織の障害（仮称）

咬合病
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次回の項目は、歯科開業医の談話室20番目「変形性顎関節症」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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